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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.グループワークを活用した授業 2014年4月1日～現在 クラスを少人数のグループに分けて、模擬授業や実技

　 　 の課題に取り組んだり討議をしたりする機会を設けて

　 　 いる。保育者に必要な、他者の意見を聞いたり、伝わ

　 　 りやすい表現を工夫したり、協同することの大切さな

　 　 どを日々の授業を通して身につけることが可能となっ

　 　 ている。

2.附属施設との連携による学生教育 2014年4月1日～現在 「保育実習指導ⅠA」「保育実習指導ⅠB」では、本格

　 　 的な学外実習の前に、附属保育園での見学実習・観察

　 　 実習をおこなうことで、記録の取り方や保育者の職

　 　 務、発達に応じた環境構成や子ども理解を深められる

　 　 ような機会を設けるようにしている。

　 　 「教育演習」や「卒業研究」では、附属幼稚園や附属

　 　 子育てひろばにご協力いただき、現場の意見を取り入

　 　 れた学びの機会を設けたり、子どもやその保護者との

　 　 かかわる機会をもち、理論的な学びを実践力へと応用

　 　 する機会を持つようにしている。

3.配布資料の工夫 2012年4月1日～現在 「保育内容・言葉」「子どもと言葉」の授業では、全

　 　 15回の授業において、教科書兼ノートの性質の教材を

　 　 作成し配布している。配布プリントには通し番号で頁

　 　 数をつけており、学生が予習・復習をしやすくなると

　 　 ともに、授業内で他の授業回の内容を参照することも

　 　 容易となった。

4.視聴覚資料を通した教育活動 2010年4月1日～現在 「保育内容・言葉」「子どもと言葉」では、保育実践

　 　 の様子や園内の環境構成の具体的な理解を促すための

　 　 授業となるよう、幼稚園や保育所に出向いて撮影した

　 　 保育現場の写真や動画（許可を得たものに限る）を編

　 　 集し視聴覚教材として用い、教科書だけでは伝わりづ

　 　 らい現場の状況の理解を助けるための教材作りをおこ

　 　 なっている。

2 作成した教科書、教材
1.実習で読みたい絵本リスト 2018年9月～毎年改訂 「教育演習」「卒業研究」、一部は「保育実習指導

　 　 Ⅱ」において使用。幼稚園実習や保育実習で実習生が

　 　 読むことの多い絵本を、季節やテーマに分類しリスト

　 　 化した。絵本の読み聞かせは部分実習でまかせられる

　 　 機会が多いことから実習生が事前に絵本を読む練習を

　 　 したり、読みたい絵本を探す際のきっかけとして活用

　 　 されている。

2.教育学科への招待 2015年4月 「教育学への招待」の教科書として作成。PARTⅡ

　 　 Note5「保育者を志す皆さんへ」を執筆。保育者を目指

　 　 す学生に向けて、保育現場に出る前に身に着けてほし

　 　 い保育者としての基本的な姿勢・態度について述べて

　 　 いる。（60-63頁）（武庫川女子大学教育学科）武庫川

　 　 女子大学出版部

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.高等学校教諭専修免許状（地歴科） 　 　

2.中学校教諭専修免許状（社会科） 　 　

3.絵本専門士 　 　

4.保育士資格 　 　

5.高等学校教諭一種免許（地歴科） 　 　

6.中学校教諭一種免許状（社会科） 　 　

7.幼稚園教諭免許二種免許状 　 　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.子育てひろばにおける講習会 2024年8月6日 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、「親子で

　 　 楽しむ絵本の世界」と出した講習をおこなった。

2.大阪府立刀根山高等学校での模擬授業 2024年6月7日 模擬授業（分野別ガイダンス）において、幼児教育・

　 　 保育系の大学で学ぶ内容や保育を学ぶことの意味や意

　 　 義についての授業をおこなった。

3.子育てひろばにおける講習会 2023年8月4日 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、「親子で

　 　 楽しむ絵本の時間」と題した講習をおこなった。

4.大阪府立刀根山高等学校での模擬授業 2023年6月9日 模擬授業（分野別ガイダンス）として、幼児教育学・

　 　 保育学分野を大学で学ぶことの意義や意味、学ぶ内容

　 　 等についての授業をおこなった。

5.奈良女子大学子育て支援サポーターフォローアップ 2022年10月7日 絵本の魅力、選び方、遊びや生活への展開方法の他、

研修「絵本講座子どもとともに絵本の世界を楽しも 　 個別支援の場で絵本を用いる際の注意点等について講

う」 　 義をおこなった。

6.子育てひろばにおける講習会 2022年8月8日 子育てひろばにおいて、保護者向けの「親子で楽しむ

　 　 絵本の世界」と題して講習会をおこなった。乳児期、

　 　 幼児期に絵本を読むことの重要性や、絵をみることの

　 　 大切さ、年齢別の絵本の選び方等について説明した。

7.講座「おとなのためのえほんタイム」 2022年7月22日 「おとなのためのえほんタイム」と題して、学内教職

　 　 員対象のランチミーティングにおいて講演をおこなっ

　 　 た。

8.武庫川女子大学附属保育園園内研修　講師 2022年5月16日、20日 絵本が子どもの発達にどのように影響するのか、子ど

　 　 もと大人の絵本の見方を違い、保育園で絵本と子ども

　 　 をつなぐ重要性などについての講義をおこなった。

9.大阪府立箕面高等学校における進路ガイダンス（保 2022年5月12日 保育・幼児教育分野の大学での学びや、乳幼児期の

育分野） 　 「遊び」の考え方についての講義をおこなった。

10.兵庫県立東灘高等学校の生徒への模擬授業 2021年12月17日 高校1年生向けの模擬授業。幼児教育・保育職に関する

　 　 説明および、子どもの発達に応じた絵本の選び方や、

　 　 子どもの心を育てる絵本の重要性について講義をおこ

　 　 なった。

11.武庫川女子大学附属保育園園内研修　講師 2019年11月22日 絵本研修―保育園だからこそ発揮される絵本の力―を

　 　 テーマに、保育所だからこそ可能となる絵本環境の整

　 　 備や、絵本を活用した保育展開、紙芝居と絵本の違

　 　 い、紙芝居の扱い方などについて講義をおこなった。

12.子育てひろばにおける講習会 2019年8月 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、年齢や興

　 　 味関心にあわせた絵本の選び方や、絵本と日常生活を

　 　 つなげる遊びについて講習をおこなった。

13.子育てひろばにおける講習会 2018年8月 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、「親子で

　 　 楽しむ絵本の世界」をテーマに講習会をおこなった。

14.「おはなし会」開催のため講習会 2017年10月 芦屋浜団地における「また明日プロジェクト」の一環

　 　 として、集会所で絵本の「おはなし会」を開催するた

　 　 めに必要な知識や技術、環境整備などについて講習を

　 　 おこなった。

15.大阪府立みどり清明高等学校における模擬授業 2017年9月14日 教育学科・幼児教育学科での学びを高校生に説明する

　 　 模擬授業をおこなった。

16.平成29年度大学生による地域連携推進支援事業　高 2017年9月1日～現在 芦屋浜自治連合会・武庫川女子大学・兵庫県住宅供給

層団地の集会所を拠点とした持続可能な多世代共助 　 公社がコアとなり、芦屋浜高層住宅団地の再生を行う

コミュニティの育成（兵庫県阪神南県民センター） 　 プロジェクトに参画し、主に芦屋浜高層団地第二集会

　 　 所における「絵本」の活用に関する支援を担当してい

　 　 る。現在のところ、地域住民の関わりを生むことを目

　 　 的としたイベントにおいて、季節の変化を楽しむこと
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　 　 ができる絵本等を用いたおはなし会を実施したり、第

　 　 二集会所内で住民が絵本を手にとり、落ち着いて読む

　 　 ことができるような絵本に関する環境構成についての

　 　 助言や、住民に対する絵本に関するレクチャー等を担

　 　 当している。

17.子育てひろばにおける講習会 2017年8月 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、子どもの

　 　 発達にあった絵本や、季節にあわせた絵本の選び方な

　 　 どについて講習をおこなった。

18.西宮市保育協議会研修会　講師 2017年6月5日 「保育と絵本‐子どもの育ちを支える選書の視点‐」

　 　 をテーマに保育士向けの講演をこなった。年齢や子ど

　 　 も達の生活（興味関心、行事、季節）にあった絵本の

　 　 選書のポイントを解説するとともに、実際に子ども達

　 　 に届けたい絵本とはどのようなものであるかを「昔話

　 　 絵本」を例に複数の絵本を読み比べる視点を確認しな

　 　 がら選書を実践した。

19.武庫川女子大学附属保育園園内研修　講師 2016年12月21日 「赤ちゃんと絵本」をテーマに、絵本が乳児の発達に

　 　 与える影響や、発達を促す絵本の選書、絵本に関係す

　 　 る環境構成等について講演した。

20.大阪府立山本高等学校における模擬授業 2016年9月 幼児教育・保育の仕事の内容や、保育士・幼稚園教

　 　 諭・保育教諭などになるための大学での学びについて

　 　 説明をおこなった。

21.子育てひろばにおける講習会 2016年8月 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、「子ども

　 　 を育む絵本の世界」をテーマに講習をおこなった。

22.武庫川女子大学附属保育園園内研修　講師 2016年7月27日 「絵本を選ぶ技術」をテーマに、保育所における絵本

　 　 の選書に必要となる知識・技術・感性などについて講

　 　 演した。

23.丸亀城西高等学校の生徒への模擬授業 2015年9月 「子どもを育む絵本の世界」をテーマに、高校生への

　 　 模擬授業をおこなった。

24.子育てひろばにおける講習会 2015年5月 利用者（0.1.2歳児の保護者）を対象として、子どもの

　 　 発達にあった絵本の選び方について講習をおこなっ

　 　 た。

4 その他
1.西宮市義務教育諸学校教科用図書選定委員会委員 2021年5月～8月 　

2.日本乳幼児教育学会研究奨励賞 2004年11月 対象論文「戦前日本における幼稚園保姆検定試験制度

　 　 の確立」『乳幼児教育学研究』第12号掲載。

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.保育学用語辞典 共 2019年12月 中央法規出版 保育学および関連領域で明らかにされてきた知見を分かりやすく整

　 　 10日 　 理・収載した辞典である。歴史分野の「保姆養成科」「保育者の資

　 　 　 　 格（歴史）」「保育者の養成（歴史）」「保育者の研修（歴史）」

　 　 　 　 「東京女子師範学校附属幼稚園保姆練習科」「桜井女学校」「頌栄

　 　 　 　 保姆養成所」の項目を担当した。秋田喜代美監修、東京大学大学院

　 　 　 　 教育学研究科附属発達保育実践政策学センター編著。共著者多数に

　 　 　 　 つき、全員掲載不可。

2.保育内容・言葉（コ 共 2018年3月 一藝社 第7章「児童文化」を単独執筆。保育現場で使用する児童文化財の特

ンパクト版保育内容 　 　 　 徴や使用方法について解説するとともに、絵本などの児童文化財が

シリーズ） 　 　 　 子どもに与える影響、そして質の高い児童文化財を選ぶ選択眼が求

　 　 　 　 められる点などを説明している。

3.子どもの心によりそ 共 2018年3月 福村書店 第11章「乳児保育」を単独執筆。幼稚園教育要領、保育所保育指針

う保育内容総論　改 　 　 　 の改訂に即した形で、乳児保育の需要拡大の現状と課題、3歳未満児

訂版 　 　 　 の保育内容の特色と保育上の留意点、家庭との連携の重要性とその

　 　 　 　 方法、乳児保育に携わる保育者に求められる基本的姿勢等について

　 　 　 　 述べている。

　 　 　 　 共著者：佐藤哲也（編者）、渡辺一弘、石田貴子、布村志保、赤木

　 　 　 　 公子、片岡元子、米野吉則、和田真由美、米川泉子、高畑芳美、梅

　 　 　 　 野和人、佐野友恵、廣陽子、小坂徹、井藤元、高宮正貴、鈴木昌世

4.子どもの心によりそ 共 2018年3月 福村出版 第九章「子どもと共にある保育の方法」を単独執筆。幼稚園教育要
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
う保育原理　改訂版 　 　 　 領、保育所保育指針の改訂に即した形で、保育方法や子ども観の歴

　 　 　 　 史的変遷、子どもの心に寄り添う大人（保育者）の基本姿勢、保育

　 　 　 　 の方法を考える上での基本原則等について述べている。　　　　　

　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共筆者：佐藤哲也

　 　 　 　 （編者）、米川泉子、中野順子、鈴木昌世、小川圭子、田岡由美

　 　 　 　 子、布村志保、渡辺一弘、石森真由子、佐野友恵、眞田絵里、大湾

　 　 　 　 由美子、赤木公子、梅野和人、稲井智義、伊藤元、本山敬祐、鈴木

　 　 　 　 昌世。

5.教育学科への招待 共 2015年4月 武庫川女子大学出 PARTⅡNote5「保育者を志す皆さんへ」を執筆。保育者を目指す学生

　 　 　 版部 に向けて、保育現場に出る前に身に着けてほしい保育者としての基

　 　 　 　 本的な姿勢・態度について述べている。（60-63頁）（武庫川女子大

　 　 　 　 学教育学科）

6.子どもの心によりそ 共 2014年4月 福村出版 第11章「乳児保育」を執筆（単独）。乳児保育の需要拡大の現状と

う保育内容総論 　 　 　 課題、3歳未満児の保育内容の特色と留意点、家庭との連携の重要性

　 　 　 　 とその方法、乳児保育に携わる保育者に求められることについて述

　 　 　 　 べている。（153-166頁）　　　　共著者：鈴木昌世（編者）、渡辺

　 　 　 　 一弘、佐野友恵、他14名

7.論集 現代日本の教育 共 2013年6月 日本図書センター 「戦前日本における幼稚園保姆検定試験制度の確立」が幼児教育史

史 第3巻 幼児教育・ 　 　 　 の代表的な論考として採録されている。(246-266頁）　　　　　　

障害児教育 　 　 　 　　　

　 　 　 　 編者、湯川嘉津美、荒川智　監修、辻本雅

8.子どもの心によりそ 共 2012年5月 福村出版 第九章「子どもと共にある保育の方法」を執筆（単独）。保育方法

う保育原理 　 　 　 や子ども観の歴史的変遷、子どもの心に寄り添う大人（保育者）の

　 　 　 　 基本姿勢、保育の方法を考える上での基本原則等について述べてい

　 　 　 　 る。(108-120頁）

　 　 　 　 共筆者：鈴木昌世（編者）、佐藤哲也、米川泉子、中野順子、小川

　 　 　 　 恵子、田岡由美子、布村志保、渡辺一弘、浅見均、佐野友恵、他8

　 　 　 　 名。

9.改定増補版　ペスタ 単 2006年12月 玉川大学出版 担当箇所は「京阪神聯合保育会」および「森川正雄」の項目であ

ロッチー・フレーベ 　 　 　 る。両者共に明治・大正期に日本の幼児保育の発展に寄与した団

ル事典 　 　 　 体・人物である。京阪神聯合保育会は関西圏の保育会のまとめ役と

　 　 　 　 して機能した団体である。有識者を招いての講習会の開催や、保姆

　 　 　 　 同士の研修会が活発におこなわれ、その活動内容は機関誌「京阪神

　 　 　 　 聯合保育会雑誌」に紹介され全国の保姆の保育の参考となった。森

　 　 　 　 川正雄は奈良女子高等師範学校において教鞭をとった人物で『保姆

　 　 　 　 用教育学』等を記し、日本の保育者養成の理論的支柱を築いた。

　 　 　 　 共著者多数のため記載不可能

　 　 　 　 執筆ページ:Ｐ97「京阪神聯合保育会」の項目Ｐ403「森川正雄」の

　 　 　 　 項目

10.The History of　 共 2006年3月 お茶の水女子大学 途上国に対して日本の幼児教育の歴史を示すことを目的に執筆さ

Japan’s Preschool 　 　 開発途上国女子教 れ、明治から現在に至る日本の幼児教育の保育内容、保育制度、保

　Education and 　 　 育協力センター 育形態、保育者の養成等がどのように展開したのかをしめしてい

Care(日本の就学前教 　 　 　 る。担当は第四章「保育者養成」文部科学省による委託事業「初等

育の歴史) 　 　 　 中等教育分野等の協力強化のための『拠点システム』の構築」事業

　 　 　 　 およびお茶の水女子大学21世紀COEプログラム「誕生から死までの人

　 　 　 　 間発達科学」の一環として行われたものである。

　 　 　 　 （共著者および執筆分担）福元真由美(3-1,3-4,4-2)湯川嘉津美(1,

　 　 　 　 2-3)浜野隆（序文）無藤隆（序文）高田文子（2-1,2-2）塩崎美穂

　 　 　 　 (2-4)　　内藤知美(3-2,3-3)永井理恵子(3-5)佐野友恵(4-1)　

2 学位論文
　

3 学術論文
1.幼稚園図書室の現状 共 2025年3月 『教育学研究論 幼稚園図書室の現状と課題を明らかにするために、西宮市内の幼稚

と課題：西宮市内の 　 　 集』第20号、武庫 園を対象に調査を行った。西宮市内の幼稚園における幼稚園図書室

幼稚園における調査 　 　 川女子大学教育学 の設置率は63%である。幼稚園図書室は設置は努力義務であり、図書

分析（査読付き） 　 　 部、pp.25－32 室の有無や形態、利用方法、蔵書数、予算において大きな違いがみ

　 　 　 　 られた。さらに、蔵書管理システムのや人員、予算の不足が課題と

　 　 　 　 して浮き彫りになるとともに、図書室の環境整備の重要性が明らか

　 　 　 　 となった。
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3 学術論文
　 　 　 　 共著者：佐野友恵、金谷美穂

2.はじめての保育実習 共 2021年3月 『教育学研究論 本研究は、保育実習に対する学生の不安と期待に着目した研究であ

を控えた学生の不安 　 20日 集』第16号、18‐ る。はじめての実習を控えた学生は、それまで受けてきた授業とは

と期待に関する研究 　 　 26頁 異なり保育現場で過ごす「保育実習」に対して大きな不安を抱いて

（査読付き） 　 　 　 いる。一方で実習に対する学生の気持ちは不安だけで構成されるも

　 　 　 　 のではない。実際に子どもとかかわること、保育を実践的に学ぶこ

　 　 　 　 と、実習をとおして自らの保育職への適性を見極める機会となるこ

　 　 　 　 となどを期待している。そうした不安と期待の入り混じる学生の心

　 　 　 　 情を踏まえた上で、保育実習に向けた指導の在り方を模索する必要

　 　 　 　 性について論じている。あわせて2020年度前期においてコロナ禍に

　 　 　 　 おける授業方法として取り入れられた「遠隔授業」が実習に向けた

　 　 　 　 学びの中で学生にどのように受け止められていたのかにという点に

　 　 　 　 ついても自由記述の分析を通して明らかにした。

　 　 　 　 共著者：佐野友恵・大和晴行・鶴宏史・西本望・宇野里砂・小尾麻

　 　 　 　 希子・中井光司・久米裕紀子・大槻伸子・白井三千代

3.明治期の東京府にお 単 2020年 『保育学研究』第 本研究は、明治期における幼稚園保姆の無試験検定に関する研究で

ける幼稚園保姆無試 　 　 58巻第2号、日本保 ある。本研究では、明治期における東京府で実施された幼稚園保姆

験検定による免許状 　 　 育学会 検定の史料を精査することにより、無試験検定による免許状の具体

授与理由に関する研 　 　 　 的な授与理由を明らかにした。授与理由とされていたのは、次の4点

究（査読付き） 　 　 　 である。１．他県の小学校教員免許状を有する者,２．他県の幼稚園

　 　 　 　 保姆免許状を有する者,３．高等女学校を卒業した者,４．知事が適

　 　 　 　 任と認めた者。この４つの分類ごとに保姆免許状授与者像をその年

　 　 　 　 齢や学歴・経歴などの側面から明らかにした。

4.保育者志望学生の絵 単 2018年3月 『教育学研究研究 保育所や幼稚園で最も使用頻度の高い教材の一つとして絵本が挙げ

本体験に関する研究 　 　 論集』第13号、武 られる。絵本に関する知識や技術を獲得する前段階として、保育者

（研究ノート）（査 　 　 庫川女子大学大学 を目指す学生のこれまでの絵本体験が現在の絵本に関する知識や技

読付き） 　 　 院文学研究科教育 術に関する自信の有無、絵本観にいかなる影響を与えているのかを

　 　 　 学専攻 明らかにした研究である。

5.幼稚園保姆無試験検 単 2014年12月 『乳幼児教育学研 、保姆検定の制度的な確立をみる前、すなわち幼稚園令制定以前に

定に関する研究‐幼 　 　 究』第23号、日本 おける無試験検定に関する府県の規程や、無試験検定の認可を受け

稚園令制定以前を中 　 　 乳幼児教育学会 た養成校の認可過程を明らかにすることを通して、幼稚園令制定以

心に‐（査読付き） 　 　 編、pp35-44 前の無試験検定の実態解明を試みた論文。各府県の保姆検定の規程

　 　 　 　 や、保姆養成校が無試験検定の認可を受けるまでの過程を史料を通

　 　 　 　 して明らかにした。

6.幼稚園保姆試験検定 単 2014年10月 『幼児教育史研 幼稚園令制定後の保姆検定試験問題に焦点を当てた研究。保姆検定

に関する研究―幼稚 　 　 究』第9号、幼児教 の実施状況、試験科目、試験問題、参考書等の記述を通して、同時

園令制定後を中心 　 　 育史学会編、33－ 期の保姆試験検定において保姆に求められた知識・技術の程度を明

にー（査読付き） 　 　 48頁。 らかにした。

7.The Effect of 共 2014年6月 BMSD　2014 共著者：Yoko Hirohashi, Chieko Kato, Mayumi Oyama-Higa, Sang

Touch Care for 　 　 （Proceedings of -jae Lee, Tomoe Sano and Masato Ichikawa

Baby by Mother（査 　 　 the　Fourth As the subject of child-rearing support has become more a

読付き） 　 　 International　 part of society in modern times, in order to stimulate the

　 　 　 Symposium on　 spread of mother/child attachment formation through baby

　 　 　 Business touch-care, the effectiveness of touch-care was verified by

　 　 　 Modeling and physical data collected by non-linear analysis, obtained

　 　 　 Software Design） from hospitalized mothers shortly after childbirth, as well

　 　 　 pp,261-268 as with mothers at home. Comparison of values of LLE and

　 　 　 　 Autonomic Nerve Balance by means of fingertip pulse readings

　 　 　 　 were taken before and after touch-care. As a result, the

　 　 　 　 touch-care for baby with mother was effective to both baby

　 　 　 　 and mother. The research suggests that: 1)the touch-care was

　 　 　 　 effective to both baby and mother, 2) avoidance of using

　 　 　 　 touch-care during hospitalization, 3) both mother and father

　 　 　 　 acquiring skill in touch-care prior to childbirth, 4) after

　 　 　 　 hospital discharge, implementation of touch-care in the

　 　 　 　 home at play times and after bath times, are factors that

　 　 　 　 contribute to emotional well-being.

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

8.戦前日本における託 単 2013年8月 『保育学研究』第 託児所（保育所）保姆の養成・資格・待遇を明らかにした論文。戦
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児所保姆の養成・資 　 　 51巻第1号、日本保 前期の託児所で保育に従事していた者についても、幼稚園保姆と同

格・待遇（査読付き 　 　 育学会、26-35頁 じく「保姆」と呼ばれてはいたものの、公的な資格規程はなかっ

論文） 　 　 　 た。そのため、養成や待遇に関しても、幼稚園保姆とは異なる状況

　 　 　 　 下にあった。「託児所」についても、現在の認可保育所に近い性格

　 　 　 　 を有する施設もあれば、農繁期のみ乳幼児を預かる農繁期託児所・

　 　 　 　 農繁期保育所と呼ばれる施設も含めて「託児所」と称されており、

　 　 　 　 特に後者については、僅か数日の講習で保姆として現場に送り出す

　 　 　 　 養成方法がとられていたことを明らかにした。

9.はじめての実習に対 共 2011年10月 『国際研究論叢』 短期大学における2年間の保育者養成課程における「はじめての実

する不安感と実際 　 　 第25巻第1号、117 習」の中で、特に実習生の健康状態に焦点を当て、実習前、実習中

(2)　～健康に関する 　 　 -130頁 の健康状態が、学生の実習の成否や達成感等にどのような影響を与

課題を中心に～ 　 　 　 えるのかを明らかにした論文。

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

　 　 　 　 共著者：廣橋容子、佐野友恵、磯田宏子

10.はじめての実習に対 共 2011年1月 『国際研究論叢』 短期大学における2年間の保育者養成課程における「はじめての実

する不安感と実際 　 　 第24巻第2号、157 習」に焦点をあて、実習生が実習前に持つ不安感と、実習後にその

（１）　～不安要素の 　 　 -170頁 不安がどうだったのかという実際との比較をおこなった研究。保育

特定を中心に～ 　 　 　 内容（５領域の理解）、子ども理解、人間関係、健康状態、指導

　 　 　 　 案、実習記録等、多岐にわたる項目の中で、実習生にとって子ども

　 　 　 　 とのかかわりは不安がないが、実習記録や、人間関係に大きな不安

　 　 　 　 があることが明らかとなった。

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

　 　 　 　 共著者：佐野友恵、廣橋容子

11.本学幼児保育学科生 共 2010年3月 『国際研究論叢』 本研究は、「保育技術演習」（1年時開講）、「幼児教育演習Ⅱ」

の保育者としての資 　 　 第23巻第3号、119 （2年時開講）の授業の一環として取り組んでいる「実技発表」の学

質向上に関する研究 　 　 ‐130頁 習効果について検討したものである。実技発表前・実技発表後の2回

―実技発表の学習効 　 　 　 のパネル調査により、幼稚園教諭として必要とされる資質のうち

果に関する調査― 　 　 　 「対人コミュニケーション能力」「表現力」「企画立案能力」等の

　 　 　 　 学習効果があることが明らかとなった。

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

　 　 　 　 共著者：佐野友恵、廣橋容子、山尾正之、朝倉洋

12.本学の保育所実習に 共 2007年1月 『国際研究論叢』 実習について、その実習期間の類型（「連続して4週間の実習」と

関する第2次調査‐保 　 　 第21巻第2号、大阪 「2週間ずつ2回に分けての実習」）により、実習中の苦楽感、実習

育所実習に係る実習 　 　 国際大学紀要、41 中の健康管理、充実度、実習期間の類型に対する意識にどのような

期間の類型とその学 　 　 -69頁 差異が見られるのか明らかにした調査研究である。幼稚園教育実習

習効果に関する学生 　 　 　 および保育所実習を連続して4週間の実施から、2週間ずつに2回に分

の意識調査‐ 　 　 　 けての実習に変更する過程において、実習実施方法（実習期間の類

　 　 　 　 型）による長所・短所が明らかとなり、2週間ずつ2回に分けての実

　 　 　 　 習の導入にあたっての配慮事項等がより明確になった。　

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

　 　 　 　 共著者：佐野友恵、森本恵美子、浅野俊道、杉本佳隆　

13.（研究ノート）明治 単 2006年11月 『幼児教育史研 明治期における幼稚園保姆検定試験の実態解明を目的とした論文。

期における幼稚園保 　 　 究』創刊号、幼児

姆検定に関する考察 　 　 教育史学会、37- 府県の幼稚園保姆検定規則等の史料に基づき、無試験検定の検定基

（査読付き） 　 　 46頁 準（年齢、学歴、取得済免許、職歴等）や、試験検定の試験問題の

　 　 　 　 内容等について検討した。実際の試験問題が残されている府県につ

　 　 　 　 いてはその試験問題にも着目し、保育内容、保育方法、保育理論に

　 　 　 　 関する試験問題から、その時代毎の幼稚園保姆検定の出題内容およ

　 　 　 　 びそのレベルについて検討した。

14.短期大学入学以前の 単 2006年10月 『国際研究論叢』 中学・高等学校における職場体験が一般化してきたことにより、保

保育体験が学生に与 　 　 第20巻第1号、大阪 育者養成校入学者のうち既に幼稚園や保育所での保育体験を経験し

える影響 　 　 国際大学紀要、61 ている者の割合は7割近くに及ぶ。そこで、入学前の保育体験を養成

　 　 　 -70頁 校の教育内容に反映することにより保育者養成カリキュラムの充実

　 　 　 　 をはかることを目的として調査研究をおこなった。本研究は、調査

　 　 　 　 研究の第一段階として、養成校入学前の保育体験が学生に与える具

　 　 　 　 体的な影響を主成分分析を用いて解明したものである.

15.戦前日本における幼 単 2005年12月 『保育学研究』第 「研修」あるいは「現職教育」という用語が、具体的な意味内容を

稚園保姆現職研修の 　 　 43巻第2号、日本保 ともなって日本に定着したのは、戦後に入ってからのことである。

歴史的展開（査読付 　 　 育学会、80-87頁 しかし、明治期には、既に教員や幼稚園保姆の資質の向上を目的と
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き論文） 　 　 　 した活動が各地でみられていた。本研究は、戦前の現職研修にあた

　 　 　 　 る活動の内容とそれが時代の流れの中でどのように展開したのかを

　 　 　 　 明らかにしている。

　 　 　 　 　幼稚園の保育内容を検討する必要性や、現職の幼稚園保姆同士が

　 　 　 　 知識や技術の向上の必要性を感じ、地域の保姆と協力しあい活動が

　 　 　 　 はじまった。その後、町単位から市単位、府県単位、近隣府県、全

　 　 　 　 国といった形に現職研修の輪が展開し、大正期になると文部省主催

　 　 　 　 の現職向けの講習会が開催されるに至った。これが戦後の「現職研

　 　 　 　 修」の基礎となったのである。

16.本学の保育所実習の 共 2005年10月 『国際研究論叢』 保育実習Ⅰ、Ⅱの中で保育所実習を4週間連続で実施することの学習

実施に関する実態調 　 　 第19巻、第1号、 効果について検討した調査研究である。調査対象は保育士資格の取

査（Ⅰ）－連続して 　 　 141-161頁 得を希望し保育所実習に参加した学生約120名である。調査結果とし

4週間の保育所実習の 　 　 　 ては、1）前半2週間は辛いが後半2週間に入ると実習に慣れ充実した

学習効果に関する学 　 　 　 学習ができる2）多くの学生が今後の学習課題を見出すことができた

生の意識調査－ 　 　 　 3）多くの学生が保育者や乳幼児と良好な関係を築き保育者の職務に

　 　 　 　 関する理解を深めた4）多くの学生が保育所の職務を理解した上で保

　 　 　 　 育士としての就職を希望するようになる5）4週間連続の実習は学生

　 　 　 　 に肯定的に捉えられている、といった結果が挙げられる。

　 　 　 　 (全体を通して共同執筆のため、執筆箇所の抽出不可）

　 　 　 　 共著者：佐野友恵、森本恵美子、浅野俊道

17.保育所実習の成否要 単 2005年3月 『上智教育学研 保育者を志す学生に対して、実習前と実習後に質問紙調査を実施

因に関する一考察 　 　 究』第18号、上智 し、実習の成否にかかわると考えられるいくつかの要因について分

　 　 　 教育学研究会、 析をおこなった。はじめての実習に参加する前には、準備を十分に

　 　 　 112-125頁 したとしても学生の不安は消えない。しかし、実習前の準備状況

　 　 　 　 は、実習後の充実感に大きな影響を及ぼすことがわかった。特に指

　 　 　 　 導計画の作成や日誌に対する不安が大きいことや、実習園の教職員

　 　 　 　 同士の連帯感の有無や、保育者と実習生との関係性（指導体制）等

　 　 　 　 の人間関係の良し悪しが学生の実習に対する印象を左右することが

　 　 　 　 明らかとなった。

　 　 　 　 （旧姓：田中友恵）

18.奈良女子高等師範学 単 2004年3月 『上智大学教育学 戦前日本における官立の保姆養成機関は東京女子高等師範学校およ

校保姆養成科の設置 　 　 論集』第38号、上 び奈良女子高等師範学校の2校のみである。この官立の保姆養成校に

とその役割（査読付 　 　 智大学文学部教育 ついてはこれまで十分な研究がなされておらず、その実態は不明で

き論文） 　 　 学科、57-70頁 あった。本研究では奈良女子高等師範学校保姆養成科に焦点をあ

　 　 　 　 て、その設置理由および設置までの経緯、具体的な養成内容を解明

　 　 　 　 するとともに、官立の養成校が「指導的立場にたつ保姆の養成」を

　 　 　 　 目的としていたことを明らかにした。また幼稚園における教育実習

　 　 　 　 の内容や、保育内容の指導法がどのような形で授業されていたのか

　 　 　 　 についても日誌等を用いて言及している。

　 　 　 　 （旧姓：田中友恵）

19.明治10-20年代におけ 単 2004年3月 『上智教育学研 　日本の保育者養成の原点ともいえる「見習い方式」による保姆養

る見習い方式による 　 　 究』第17号、上智 成について焦点をあてた研究。

保姆養成－愛珠幼稚 　 　 教育学研究会、34 特に保姆養成機関が整備される以前の見習い方式の事例として明治

園の事例を中心に－ 　 　 -47頁 10－20年代の愛珠幼稚園(大阪)の事例を取り上げた。「見習い方

　 　 　 　 式」とは実際に幼稚園で保育に従事しながら、幼児や幼稚園教諭と

　 　 　 　 実際にかかわり、幼児と接しながら、保育内容の指導法を身につ

　 　 　 　 け、保育現場の環境や人間関係を体験的に理解する養成方式であ

　 　 　 　 り、現在の「教育実習」の基礎となったものと考えられる。

　 　 　 　 （旧姓：田中友恵）

20.戦前日本における幼 単 2003年12月 『乳幼児教育学研 　幼稚園保姆検定制度の確立過程を明らかにした研究。検定制度が

稚園保姆検定制度の 　 　 究』第12号、日本 保姆養成機関と並んで有資格者の輩出ルートとなっていたことや、

確立（査読付き論 　 　 乳幼児教育学会、 検定制度の確立が保姆の「専門的教育職」としての確立につながっ

文） 　 　 33-42頁 たことを各地の検定規則類等の史資料より明らかにした。　　

　 　 　 　 試験の成績によって免許状の授与が決まる「試験検定」は、現在の

　 　 　 　 幼稚園教諭認定試験や保育士試験の基礎と考えられ、出願者の経歴

　 　 　 　 や取得免許等を審査して免許状の授与を決める「無試験検定」は、

　 　 　 　 現在の教職課程の課程認定制度や保育士の指定養成機関の認定の基

　 　 　 　 礎となったと考えられる。

　 　 　 　 （旧姓：田中友恵）
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3 学術論文
21.明治・大正期におけ 単 2003年3月 『上智教育学研 戦前日本の幼児教育は民間の保育団体の活躍により大きな発展を遂

る京阪神聯合保育会 　 　 究』第16号、上智 げた。本研究では幼稚園における保育内容の質的向上のために、保

による建議－保姆養 　 　 教育学研究会、38 育内容の改善や、保姆の資格待遇の向上要求等を行ってきた京阪神

成機関設置および保 　 　 -50頁 聯合保育会の活動内容を追うことを通して戦前の幼稚園の置かれた

姆の資格待遇に関す 　 　 　 問題状況と、それに対する幼稚園関係者による改善要求、そして改

る改善要求を中心に 　 　 　 善に向けた方策を明らかにした。（旧姓：田中友恵）

－ 　 　 　 　

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.戦前日本における保 単 2020年9月 国際幼児教育学会 戦前期の保姆養成校を、「キリスト教系」「仏教系」「師範系」

姆養成カリキュラム 　 19日～9月 第41回大会（オン 「その他」の４つの設置主体別に検討し、設置主体によるカリキュ

に関する研究ー設置 　 30日 ライン開催） ラムの特徴や共通点等について明らかにした研究。

主体による差異に着 　 　 　 　

目してー 　 　 　 　

2.戦前日本における保 単 2018年11月 日本乳幼児教育学 戦前期の保母養成校の史料分析をおこない、保姆養成校の設置目

姆養成カリキュラム 　 　 会第28回大会 的、修業年限、学科課程を中心に分析をおこなった。保姆養成校創

に関する研究（１） 　 　 （於、岡山コンベ 設期には養成校による差が多くみられたが明治後期から大正にかけ

設置目的・修業年限 　 　 ンションセン ておおむね一年以上となりキリスト教系養成校を中心に二年以上と

と学科課程を中心に 　 　 ター）日本乳幼児 するところも多かった。学科目も時代を経るごとに共通する科目が

　 　 　 教育学会第28回大 増えてきたが、科目内容まで分析すると、同一科目名であっても養

　 　 　 会研究発表論文集 成校により内容に偏りがみられることが明らかとなった。

3.幼稚園保姆検定規則 単 2017年11月 日本乳幼児教育学 幼稚園令及び同令施行規則（大正15年）が制定される以前には、国

の府県差に関する研 　 12日 会第27回大会 として統一された保姆検定に関する規程はなかった。その時代にお

究―幼稚園令制定前 　 　 （於、西南学院大 いて、保姆免許状を付与するために各府県で独自に保姆免許や保姆

を中心に― 　 　 学） 検定に関する規則を制定していた。本発表では、各府県の保姆検定

　 　 　 日本乳幼児教育学 関連の規則類について、年齢制限や保姆免許の有効期限、試験検定

　 　 　 会第27回大会研究 の科目、無試験検定の認定項目を表にまとめ、保姆検定関連規則の

　 　 　 発表論文集、254- 府県差の明らかにした。

　 　 　 255頁。 　

4.明治期における幼稚 単 2016年11月 日本乳幼児教育学 明治期における東京府の保姆検定の合格者の免許状授与の理由につ

園保姆無試験検定の 　 　 会第26回大会 いて「無試験検定4項目」すなわち第1項「他府県の小学校教員免許

合格理由に関する研 　 　 （於、神戸女子大 状を有する者」、第2項「他府県の幼稚園保姆免許状を有する者」、

究 　 　 学） 第3項「高等女学校を卒業した者」、第4項「知事が適任と認めた

　 　 　 日本乳幼児教育学 者」の分類に基づき、その割合を分析したところ、実際の合格者の

　 　 　 会第26回大会研究 大半が第4号「知事が適任と認めた者」であったこと、また「知事が

　 　 　 発表論文集、284－ 適任と認めた者」の大半が東京府教育会附属保姆伝習所の卒業生で

　 　 　 285頁 あることが明らかとなった。その他、各号の該当者の特性や出身

　 　 　 　 校、学歴などについて分析をおこなった。

5.明治期における保姆 単 2016年5月 日本保育学会第69 明治期における東京府の保姆検定に関する提出書類の分析を通し

検定受検者に関する 　 　 回大会（於、東京 て、東京府の保姆免許状授与者の人物像を、年齢・保姆免許・小学

研究‐東京府の事例 　 　 学芸大学） 校教員免許の取得経験の有無、保育・教育経験の有無、保育に関す

から‐ 　 　 日本保育学会第69 る学習履歴などの事項について明らかにした。

　 　 　 回大会発表要旨 　

　 　 　 集、349頁。 　

6.保育者志望学生の絵 単 2015年11月 日本乳幼児教育学 幼少期の絵本体験が保育者を目指す学生の現在の絵本観や絵本に関

本体験に関する研究 　 29日 会第25回大会 する知識や技術に関する自信の形成にいかなる影響を与えているの

　 　 　 （於、昭和女子大 かを明らかにした研究。

　 　 　 学） 　

　 　 　 日本乳幼児教育学 　

　 　 　 会第25回大会研究 　

　 　 　 発表論文集、296－ 　

　 　 　 297頁。 　

7.保育者志望学生の保 単 2015年5月 日本保育学会第68 保育者養成校に在籍する学生の課外活動としての保育ボランティア

育ボランティアに関 　 　 回大会（於、椙山 に焦点をあて、保育ボランティアを通しての成長や課題を明らかに

する研究－大学－附 　 　 女学園大学） するとともに、大学附属施設の活用の可能性について言及した研

属施設の活用の可能 　 　 日本保育学会第68 究。

性と課題 　 　 回大会発表要旨 　
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２．学会発表
　 　 　 集、発表ID;1317 　

8.幼稚園保姆検定の府 単 2014年11月 日本乳幼児教育学 幼稚園令および同令施行規則が制定された1926年に保姆検定制度が

県別検定人員―幼稚 　 30日 会第24回大会 確立した後の14年間の幼稚園保姆検定を量的側面から検討した研

園令制定以後を中心 　 　 （於、広島大学） 究。14年間にわたり『文部省年報』に掲載された保姆検定の試験結

に－ 　 　 果を府県別に分析し、保姆養成校や高等女学校が集中する東京およ

　 　 　 日本乳幼児教育学 び関西地方において、保姆検定の受験者が集中していたことや、試

　 　 　 会第24回大会研究 験検定については機能していない府県が多かった事実等を明らかに

　 　 　 発表論文集、334－ した。

　 　 　 335頁。 　

9.戦前日本における幼 単 2014年6月 日本子ども社会学 戦前期の『文部省年報』に掲載された幼稚園数のデータを用い、府

稚園の府県別設置状 　 28日 会第21回大会 県別の幼稚園数の推移を図表を用い明らかにした。その上で、設置

況の推移―設置主体 　 　 （於、敬愛大学） 主体の割合により各府県の各年度を「私立型」「公立型」「バラン

の割合を中心にー 　 　 ス型」に分類し、それぞれの型がいかなる展開をみせるのかという

　 　 　 日本子ども社会学 点を「展開型」という形で明らかにすることにより、府県別の幼稚

　 　 　 会第21回大会発表 園の展開状況を明らかにした。

　 　 　 要旨集録30－31頁 　

10.幼稚園保姆検定にお 単 2014年5月 日本保育学会第67 戦前期の幼稚園保姆検定制度について、「無試験検定」を認可を受

ける無試験検定の認 　 　 回大会（於、大阪 けた保姆養成機関に関する考察。本研究では大正期において保姆の

可校に関する考察 　 　 総合保育大学） 無試験検定の認可を受けた平安女学院（京都府）を事例に、認可に

　 　 　 日本保育学会第67 至る流れや、審査内容、基準等を明らかにした。

　 　 　 回大会発表要旨 　

　 　 　 集、118頁。 　

11.幼稚園令制定後の幼 単 2013年11月 日本乳幼児教育学 幼稚園令制定後の保姆検定の試験問題（特に実技試験）に焦点をあ

稚園保姆検定試験問 　 　 会第23回大会 て、当時の保姆に求められた資質等を明らかにした研究。小学校教

題の検討―実技試験 　 　 （於、千葉大学） 員検定との比較検討を通して保姆検定の位置づけを検討した。

に焦点をあてて― 　 　 　

　 　 　 日本乳幼児教育学 　

　 　 　 会第23回大会論文 　

　 　 　 集216－217頁。 　

12.４年制大学における 共 2013年9月 全国保育士養成協 保育者を志す学生の子ども理解を深めるための養成の在り方につい

保育者養成モデルの 　 　 議会第51回研究大 て言及した研究。入学当初の学士絵の持つ「子どもイメージ」の実

構築に向けて　その 　 　 会 態と、1年次前期の授業を通して子どもイメージがいかに変化するの

4－保育者養成課程新 　 　 全国保育士協議会 かを、他専攻の学生との比較において検討した。また初回と最終回

入生の１年前期に見 　 　 第51回大会研究発 の授業を比較した学生たちの気づきを、子ども理解の観点から検討

られる子どもイメー 　 　 表論文集74-75頁。 した。

ジの変化の特徴－ 　 　 　 　

（ポスター発表） 　 　 　 　

13.幼稚園令制定後の保 単 2013年5月 日本保育学会第66 幼稚園令制定後、全国的に保姆検定試験が実施されるようになった

姆検定試験問題にみ 　 　 回大会（於、中村 後の保姆検定試験問題に着目し、試験問題の構成や内容から当時の

る幼稚園保姆の資格 　 　 学園大学） 幼稚園保姆の資格程度を明らかにした研究。

程度 　 　 日本保育学会第66 　

　 　 　 回大会発表要旨 　

　 　 　 集、344頁。 　

14.戦前日本の保姆養成 単 2012年12月 日本乳幼児教育学 戦後、幼稚園教諭も小学校等の教員と同様に「教諭」とされ、原則

校にみる「多様性」 　 　 会第22回大会 的に大学における養成が必要とされる専門職とされた。しかしなが

とその影響 　 　 （於、武庫川女子 ら、実際には長らく短期大学を中心とする2年課程での養成が主流で

　 　 　 大学） あり現在においても4年制大学が大半を占める小学校教員養成課程と

　 　 　 日本乳幼児教育学 は異なる状況にある。その根本にある戦前日本の幼稚園保姆養成の

　 　 　 会第22回大会研究 特徴として「多様性」が挙げられる。各種学校としての位置づけで

　 　 　 発表論文集54－55 あった保姆養成校には、当初、保姆養成校としての「基準」が設け

　 　 　 頁 られておらず、修業年限、入学者資格、学科目等も自由であった。

　 　 　 　 この多様性は、長短どちらにおいても、日本の保姆養成の特徴を形

　 　 　 　 成したものであることを明らかにした。

15.多文化子育て調査と 共 2012年9月 国際幼児教育学会 上記発表と同様の調査（2011年の国内調査、2012年の日本・中国・

日本の子育て調査の 　 　 第33回大会（於、 台湾・韓国の調査）を用いた研究。本発表では、調査対象者である

比較考察 (2)ー母親 　 　 函館短期大学）　 園児の保護者から多文化な母親と日本の母親のデータを抽出し、現

の子育て意識としつ 　 　 　 在の「しつけ」「教育情報源」「子育て意識」について比較した。

け教育の情報環境ー 　 　 国際幼児教育学会 母親は自分が準拠するいくつかの集団や準拠者から情報を得てお

　A Comparative 　 　 第33回大会発表論 り、それは配偶者や祖父母などの家族や友人、園の先生など地域コ
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Study of the Multi 　 　 文集2012、84－85 ミュニティに根ざしていることが明らかとなると同時に、特別な援

-Culutural Child- 　 　 頁 助を必要としている背景が浮き彫りとなった。　　　　　　　　　

rearing and 　 　 　 　　　　　　　　　　

Japanese Surveys 　 　 　 共同発表者：山岡テイ、森本恵美子、谷口正子、佐野友恵

in Japan 2: 　 　 　 　

Childrearing 　 　 　 　

Perception and 　 　 　 　

Child discipline 　 　 　 　

and Education 　 　 　 　

Information 　 　 　 　

Environment 　 　 　 　

16.多文化子育て調査と 共 2012年9月 国際幼児教育学会 多文化な保護者の現状を分析し、必要な支援を検討するために、

日本の子育て調査の 　 　 第33回大会（於、 2000年に実施した調査と同じ質問項目・11言語で第二回多文化子育

比較考察 (1)ー保護 　 　 函館短期大学） て調査を実施した。比較検討のために、日本・中国・台湾・韓国に

者の子育て生活と支 　 　 おいても子育て調査を実施した。多文化な保護者に特徴的な課題

援状況ーA 　 　 国際幼児教育学会 は、多言語での情報の提供、子どもへの母語・母文化教育であるこ

Comparative Study 　 　 第33回大会発表論 とが明らかとなった。また、日本で暮らす保護者については、その

of the Multi- 　 　 文集2012、82－83 自由記述からは、一時保育や病児保育などの子育て支援を充実させ

Culutural Child- 　 　 頁 ることといった項目について、日本人の保護者、多文化な保護者に

rearing and 　 　 　 共通した課題であることが明らかとなった。　　　　　　　　　　

Japanese Surveys 　 　 　 　　　　　　　　　　　　

in Japan 1: 　 　 　 共同発表者：森本恵美子、山岡テイ、谷口正子、佐野友恵

Parents' Child- 　 　 　 　

rearing Life and 　 　 　 　

Support for the 　 　 　 　

Child-rearing in 　 　 　 　

Japan 　 　 　 　

17.4年制大学における保 共 2012年9月 全国保育士養成協 保育者養成校の学生に対するビデオ視聴による教育効果を検証した

育者養成モデルの構 　 　 議会第51回研究大 研究。保育場面のビデオ視聴を用いた授業を通して、学生の幼児理

築に向けて③―保育 　 　 会 解の深化がいかになされるのか、その道筋を明らかにした。まず、

ビデオ視聴による幼 　 　 全国保育士協議会 学生は既知を持ち映像を理解しており、既知を通して保育ビデオを

児理解へのアプロー 　 　 第51回大会研究発 視聴することで生じたインパクトに刺激を受け、既知から引き出さ

チ―（ポスター発 　 　 表論文集362-363頁 れた情報と映像から取り出した情報を紹介することで映像の中の子

表） 　 　 　 どもに対する理解を深めようとする道筋がある。学生の場合、既知

　 　 　 　 の内容は、保育経験による経験知ではなく、これまでの個人的な経

　 　 　 　 験からの知であることを十分に自覚し、授業を進めることで、幼児

　 　 　 　 理解の深化が可能であることを明らかにした。　　　　　　　　　

　 　 　 　 　　　　　　　　　

　 　 　 　 共同発表者：岡田たつみ、杉本真理子、芦澤清音、登啓子、佐野友

　 　 　 　 恵

18.戦前期における幼稚 単 2012年5月 日本保育学会第65 戦前期における幼稚園と託児所の保姆の違いを、それぞれの資格規

園・保育所（託児 　 　 回大会（於、東京 程の差異、養成に関する規程の差異、養成の実態、待遇の実態から

所）保姆養成の差異 　 　 家政大学） 明らかにした研究。戦前期においては、幼稚園保姆は、公的な資格

―幼稚園令制定以前 　 　 日本保育学会第65 規程があり、大正15年に制定された幼稚園令および同令施行規則に

の保姆養成を中心に 　 　 回大会発表要旨集 より養成に関しても一応の基準が定められていた。一方で託児所の

― 　 　 411頁。 保姆について資格規程もなく、養成も特別な事例を除いては、数日

　 　 　 　 間の簡易的な講習会を受講するだけで保育現場に出ていたものが多

　 　 　 　 かったこと、また待遇については幼稚園保姆の方が恵まれており、

　 　 　 　 地方差もみられたことなどを明らかにした。戦前期の女性の職業の

　 　 　 　 一つであった「保姆」の実態を明らかにした研究である。

19.幼児理解へのアプ 共 2012年5月 日本保育学会第65 保育者養成校における、学生の幼児理解を深めるための授業の在り

ローチ―保育者養成 　 　 回大会（於、東京 方として、ビデオ教材視聴の有用性と、効果的な利用方法について

校における保育ビデ 　 　 家政大学） 検討した研究である。ビデオ教材の視聴は一定の効果は認められる

オ視聴による学習の 　 　 日本保育学会第65 ものの、幼児理解は学生自身の体験との照合による範囲内でなされ

プロセスの検討― 　 　 回大会発表要旨集 るという限界が認められた。本研究では学生の学びの過程をコメン

（ポスター発表） 　 　 948頁。 トペーパーからカテゴライズし、「映像からの情報」「本人が持つ

　 　 　 　 情報」「対照」「解釈」の4つにわけ、この4つの関係がスパイラル

　 　 　 　 上にあること、学生が学習スパイラルを昇り続けられるよう、適宜

　 　 　 　 支援していくことが、様々な体験を有し、日々新たな体験をし、学
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　 　 　 　 び続け変容していく学生達の幼児理解の深化に必要であることを明

　 　 　 　 らかにした。

　 　 　 　 共同発表者：岡田たつみ、杉本真理子、芦澤清音、登啓子、佐野友

　 　 　 　 恵

20.第二回多文化子育て 共 2012年5月 日本保育学会第65 第2回多文化子育て調査の調査結果より、入園情報の入手先、入園前

調査：2065人・77ヶ 　 　 回大会（於、東京 に欲しかった情報、園での気がかり、病児保育の対応、子育ての一

国籍の保護者の生活 　 　 家政大学） 番の気がかり、しつけ、教育の情報源等の項目について発表し、あ

と支援 　 　 日本保育学会第65 わせて調査結果より今後の子育て支援への提案として１．園や学

　 　 　 回大会発表要旨集 校、病院、役所などでの母語通訳や多言語による情報や教育支援の

　 　 　 212頁。 充実、２．子育て手当の増額・母語教育の学習機会と経済支援や家

　 　 　 　 事援助、３．母文化・母語教育の学習機会と日本語教育や学習支援

　 　 　 　 の充実の3項目についての必要性があること、園や地域における多文

　 　 　 　 化子育ての支援に大きな差があることについて明らかにした。

　 　 　 　 共同発表者；山岡テイ、石井富美子、佐野友恵

21.今、地域の中での多 共 2011年10月 日本子育て学会第 10年前に実施された多文化子育て調査と、第2回多文化子育て調査を

文化子育て支援とは 　 　 3回大会（於、立正 経年比較し、現在の日本で多文化な背景をもつ保護者による子育て

―多文化子育て経年 　 　 大学）　　　　　 がいかなる状況にあり、またどのような子育て支援が考えられるの

比較調査を基にして 　 　 かについてデータに基づく発表と子育て支援の現場にからの発表を

（自主シンポジウ 　 　 日本子育て学会第 あわせたシンポジウム。調査概要、多文化な保護者の現況、入園時

ム）　 　 　 3回大会発表要旨集 の困難事項と園生活での気がかりな事項、園生活に対する意識と先

　 　 　 27－31頁 生とのコミュニケーション、などについて発表および討論をおこ

　 　 　 　 なった。

　 　 　 　 共同発表者；山岡テイ、石井富美子、森本恵美子、谷口正子、佐野

　 　 　 　 友恵、佐々木由美子、勝浦範子、田中ネリ　

22.４年制大学における 共 2011年9月 全国保育士養成協 これまでの研究において、同じ教材ビデオを３回にわたる授業で視

保育者養成モデルの 　 　 議会第50回研究大 聴し学生の理解の変化を分析し、学生の学びは、学生自身の体験と

構築に向けて②-ベテ 　 　 会 の照合による子ども理解の範囲にとどまっており、限定的なもので

ラン-保育者は保育場 　 　 全国保育士協議会 あることがわかった。そこで、学生が子ども理解の視点を広げ、さ

面をどのように捉え 　 　 第50回大会研究発 らに深めていくためにも授業者である教員がより広い視野から説明

て子どもを理解する 　 　 表論文集、262- を加える必要がある。授業者である教員（主に保育現場経験者）の

のか（ポスター発 　 　 263頁 視点は、各保育場面が、子ども同士、保育者と子どもの「関係性」

表） 　 　 　 から生まれていることを指摘している。そして、一人ひとりの気持

　 　 　 　 ちや意見を尊重しつつ関係性を重視した援助の在り方とクラス作り

　 　 　 　 を示唆していることが明らかとなった。

　 　 　 　 共同発表者：芦澤清音、岡田たつみ、杉本真理子、関根美保子、横

　 　 　 　 山順、浪越一喜、登啓子、佐野友恵、野尻美枝

23.多文化な保護者の子 共 2011年8月 国際幼児教育学会 多文化子育て調査の経年調査より、近年の子育ての一番の気がかり

育ての気がかりと情 　 　 第32回大会（於、 として「子どもの教育費など」家計の問題を挙げた具体的な内容に

報環境-第2回多文化 　 　 慶星大学校） は、親自身の緊迫した経済状況と日本の家計で占める教育費負担

子育て調査から- 　 　 THE 32nd ANNUAL 感、さらなる社会的教育支援の切実な要求が綴られていた。また、

Parental Child- 　 　 CONFERENCE OF 子育て支援に関する自由記述意見としても、「母文化･母語教育や学

Rearing Concerns 　 　 THE 習支援の機会」、「子育て相談・教育や情報支援」環境の整備や

and Information 　 　 INTERNATIONAL 「子育て手当の増額･経済援助･家事援助」を希望する意見が目立っ

Environment 　 　 ASSOCIATION た。

　 　 　 OF EARLY 共同発表者:山岡テイ、佐野友恵、森本恵美子、谷口正子　

　 　 　 CHILDHOOD 　

　 　 　 EDUCATION, 2011 　

　 　 　 ,99-100 　

24.多文化な子どもの園 共 2011年8月 国際幼児教育学会 日本に住む多文化な背景をもつ保護者を対象に「多文化子育て調

生活の現況-第2回多 　 　 第32回大会（於、 査」を2000年に11言語の質問紙を用いて実施し、65カ国籍2002人の

文化子育て調査か 　 　 慶星大学校） THE 母語による子育て生活の実態を日本で初めて明らかにした。近年は

らーThe Present 　 　 32nd ANNUAL 経済的にも精神的にも困難を抱える多文化な家族が急増しているこ

Situation of the 　 　 CONFERENCE OF とを受けて、「多文化子育て調査」の10年後の経年調査によって現

Multi-Cultural 　 　 THE 状の再検証を行った。

Children's Life in 　 　 INTERNATIONAL 本発表では、特に子どもと保護者の園生活を中心に調査結果を発表

Prescool 　 　 ASSOCIATION OF した。子どもが園生活に慣れることや、保護者が園とのコミュニ

　 　 　 EARLY CHILDHOOD ケーションをとるために保育者による積極的なかかわり、言語面の

　 　 　 EDUCATION, 2011 ハンデをフォローすること、子どもや保護者の文化的特徴を理解し

　 　 　 p97-98 た上でのかかわりの重要性が明らかとなった。
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　 　 　 　 共同発表者：森本恵美子、山岡テイ、谷口正子、佐野友恵

25.日本での多文化子育 共 2011年5月 日本保育学会第64 多文化子育てに関する調査研究のうち、主に保育現場における保護

ての現状と課題― 　 　 回大会（於、玉川 者と保育者、保育者と子どもとのコミュニケーションの問題に焦点

2000年と2010年の経 　 　 大学）　　　 をあてて報告をおこなった。上手くいっているという印象が、言語

年比較調査から― 　 　 日本保育学会第64 コミュニケーション能力に左右されることや、保育者にとっては説

（自主シンポジウ 　 　 回大会発表要旨集 明したつもりであっても外国人の保護者には理解が難しいことを調

ム） 　 　 147頁 査の自由記述からひろい、発表をおこなった。保育者と保護者の人

　 　 　 　 間関係を円滑にするための支援の方法について検討した事項を発表

　 　 　 　 している。

　 　 　 　 登壇者：山岡テイ（企画、登壇者）、佐野友恵（登壇者）、森本恵

　 　 　 　 美子（登壇者）、谷口正子（登壇者）、石井富美子（司会）

26.保育・教育実習中の 単 2011年5月 日本保育学会第64 実習に際して、学生が実習前にどのような不安をもち、不安に思っ

健康状態に関する考 　 　 回大会（於、玉川 た事項が実習中に実際どのような大変さだったのかを明らかにした

察 　 　 大学）　　　　　 研究。特に実習中の健康状態に焦点を当て発表をおこなった。健康

　 　 　 　　　　　 の維持や、精神的な疲れに不安が大きかった学生ほど、実際の実習

　 　 　 日本保育学会第64 で同項目について大変と感じていたことがわかる。また子ども、保

　 　 　 回大会発表要旨集 育者、実習生という人間関係が、実習に関する感想に影響を与える

　 　 　 68頁 ことも明らかとなった。　

27.秋田県の事例にみる 単 2010年10月 日本乳幼児教育学 戦前の保姆検定試験制度については、大正15年の幼稚園令制定を

戦前日本の保姆検定 　 　 会第20回大会 もって確立したものであるが、地方特性上、幼稚園令制定後も幼稚

試験制度の地方特性 　 　 （於、聖和短期大 園保姆検定制度が県令において規定されず、逆に国レベルでの規程

　 　 　 学）　　　　　　 がなかった保育所の保姆の資格を与えるための保育所保姆検定制度

　 　 　 　　　　　日本乳 が制定されていた秋田県の事例について紹介した。これにより、幼

　 　 　 幼児教育学会第20 稚園保姆検定制度については、地方特性に応じた、地方独自の運用

　 　 　 回大会研究発表論 がなされていた事例があったことが明らかとなった

　 　 　 文集、90-91頁 　

28.養成校入学前の保育 単 2007年8月 日本乳幼児教育学 上記（「養成校入学前の保育体験が入学後の学習効果に及ぼす効

体験が入学後の学習 　 　 会第17回大会 果」）研究発表の継続研究。「はじめての実習に対する準備状況」

効果に及ぼす効果 　 　 （於、東京学芸大 「はじめての実習への取り組み方」等について入学前の保育体験が

（Ⅱ） 　 　 学）　 プラスにはたらいていることが明らかとなった。また、養成校入学

　 　 　 日本乳幼児教育学 前に保育体験を有さない学生の意見を自由記述から読み取ることに

　 　 　 会第17回大会研究 よって、保育体験のない学生がどのようなことに不安感を有してい

　 　 　 発表論文集、178- るのかを明らかにした。

　 　 　 179頁 　

29.養成校入学前の保育 単 2007年5月 日本保育学会第60 養成校入学以前の保育体験が、入学後の学習にどのような効果を及

体験が入学後の学習 　 　 回大会（於、十文 ぼすのかについて明らかにした研究。関東2校、関西2校の保育者

効果に及ぼす効果 　 　 字学園女子大学） （幼稚園教諭および保育士）養成校に対して質問紙調査を実施し、

　 　 　 主に「入学後の学習意欲」「保育者志向の強さ」「はじめての教育

　 　 　 日本保育学会第60 実習に向けての不安感」といった面で入学前の保育体験がプラスの

　 　 　 回大会発表論文集 効果としてあらわれていることを明らかにした。保育体験をした園

　 　 　 1048-1049頁。 で、職員同士、職員と乳幼児、職員と実習生の人間関係が良好なも

　 　 　 　 のであったことから、保育現場への肯定的感情が芽生え、それが保

　 　 　 　 育者志向につながったものと考えられる。また、入学前に保育体験

　 　 　 　 をしている学生ほど、保育内容の指導に関する事項については自己

　 　 　 　 効力感があることも明らかとなった。

30.戦前日本における幼 単 2005年12月 幼児教育史学会第 明治期の幼稚園保姆検定試験に焦点をあて、実際の検定試験問題お

稚園保姆検定制度の 　 　 1回大会（於、上智 よび各府県の検定規則類の情報から、当時の幼稚園保姆検定試験の

研究―試験検定と無 　 　 大学） 検定水準を明らかにした発表。当時の小学校教員と比較するなら

試験検定の検定水準 　 　 大会論文集なし ば、小学校准教員に準じる程度の検定水準であったことが明らかと

― 　 　 　 なった。

31.大正・昭和戦前期に 単 2005年5月 日本保育学会第58 本研究は、大正・昭和戦前期の幼稚園保姆の現職研修にあたる活動

おける幼稚園保姆現 　 　 回大会（於、大妻 の内容と、それが時代の流れの中でどのように展開したのかを明ら

職研修 　 　 女子大学） かにしている。明治期に地域の保育者間から始まった現職研修活動

　 　 　 日本保育学会第58 が、大正・昭和戦前期には文部省による講習会や保育団体の大規模

　 　 　 回大会発表論文 な研修活動へとつながっていったことを保育団体の史料等から明ら

　 　 　 集、252-253頁 かにした。具体的な研修内容としては、保育内容の指導方法に関す

　 　 　 　 る知識や技術の向上を目的としたもの、子どもへの対応に関する問

　 　 　 　 題、新しく導入された理論（教育学、心理学）の学習等がおこなわ

　 　 　 　 れていた。

12



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
　 　 　 　 （論文集は旧姓：田中友恵、発表時は新姓：佐野友恵）

32.明治期における幼稚 単 2004年5月 日本保育学会第57 本研究は、明治期の幼稚園保姆の現職研修にあたる活動の内容とそ

園保姆現職研修－大 　 　 回大会（於、神戸 れが時代の流れの中でどのように展開したのかを明らかにしてい

阪府の事例を中心に 　 　 親和女子大学） る。幼稚園のカリキュラムを検討する必要性や、現職の幼稚園保姆

－ 　 　 が保育内容の指導法に関する知識や技術の向上の必要性を感じ、地

　 　 　 日本保育学会第57 域の保姆と協力しあい活動がはじまったことを明らかにすると同時

　 　 　 回大会発表論文 に、その研修内容の史料を示している。

　 　 　 集、54‐55頁 （旧姓：田中友恵）　

33.奈良女子高等師範学 単 2003年11月 日本乳幼児教育学 本研究では奈良女子高等師範学校保姆養成科に焦点をあて、その設

校における保姆養成 　 　 会第13回大会 置理由および設置までの経緯、具体的な養成内容を解明するととも

　 　 　 （於、大阪樟蔭女 に、官立の養成校が「指導的立場にたつ保姆の養成」を目的として

　 　 　 子大学）　　　　 いたことを明らかにした。また奈良女子高等師範学校附属幼稚園に

　 　 　 　　　　　日本乳 おける実習の内容や、保育内容の指導法がどのような形で授業され

　 　 　 幼児教育学会第13 ていたのかについても日誌等を用いて言及している。

　 　 　 回大会研究発表論 （旧姓：田中友恵）

　 　 　 文集、82-83頁 　

34.愛珠幼稚園における 単 2003年5月 日本保育学会第56 幼稚園保姆養成機関が整備される以前の見習い方式の事例として明

保姆養成 　 　 回大会（於、静岡 治10－20年代の愛珠幼稚園(大阪)の事例を取り上げた。当時の幼稚

　 　 　 県コンベンション 園におけるカリキュラムが養成内容にいかにいかされていたのかを

　 　 　 アーツセンター） 明らかにした研究である。　「見習い方式」とは実際に幼稚園で保

　 　 　 　　　日本保育学 育に従事しながら、幼児や幼稚園教諭と実際にかかわり、幼児と接

　 　 　 会第56回大会発表 しながら、保育内容の指導法を身につけ、保育現場の環境や人間関

　 　 　 論文集、172‐173 係を体験的に理解する養成方式であり、現在の「教育実習」の基礎

　 　 　 頁 となったものと考えられる。

　 　 　 　 （旧姓：田中友恵）

35.戦前日本における保 単 2002年11月 日本乳幼児教育学 京阪神聯合保育会やフレーベル会といった戦前の保育団体の活動か

姆養成問題 　 　 会第12回大会 ら戦前の幼稚園関係者の抱えていた問題を明らかにした研究。機関

　 　 　 （於、昭和女子大 誌等の史料から、当時の幼稚園が抱えていた「保育内容の改善」

　 　 　 学） 「保育者同士の協力関係」「保姆の養成」「保姆の資格待遇」等の

　 　 　 日本乳幼児教育学 問題が明らかとなり、とくに戦前の保姆がかかえていた「保姆養成

　 　 　 会第12回大会研究 の課題」「保姆の資格の課題」「保姆の待遇の課題」に対する具体

　 　 　 発表論文集、102- 的な改善の取り組みについて明らかにした研究。

　 　 　 103頁 （旧姓：田中友恵）　

36.戦前日本における幼 単 2002年5月 日本保育学会第55 幼稚園保姆検定制度の確立過程を明らかにした研究。検定制度が幼

稚園保姆検定制度- 　 　 回大会　（於、武 稚園保姆養成機関と並んで有資格者の輩出ルートとなっていたこと

保姆の資格程度の考 　 　 蔵野女子短期大 や、検定制度の確立が幼稚園保姆の「教育職」としての確立につな

察を中心に - 　 　 学） がったこと、明治20年代に幼稚園保姆検定制度が創始した段階では

　 　 　 日本保育学会第55 府県によって受験可能な年齢、試験科目等も異なっており、年を追

　 　 　 回大会発表論文 う毎に徐々に整備され、幼稚園令の制定をもって幼稚園保姆検定制

　 　 　 集、426‐427頁 度が確立した状況について、各地の検定規則類等の史資料より明ら

　 　 　 　 かにした。（旧姓：田中友恵）

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.「平成24年度～平成 共 2015年3月 研究代表者：杉本 　

26年度　科学研究費 　 31日 真理子、研究分担 　

助成事業（学術研究 　 　 者：芦澤清音、草 　

助成基金助成金）　 　 　 野いづみ、浪越一 　

基盤研究（Ｃ）　課 　 　 喜、岡田たつみ、 　

題番号24531020　専 　 　 若谷啓子、佐野友 　

門職としての保育者 　 　 恵、村山祐一 　

養成の課題―養成の 　 　 　 　

４年制化と実践知の 　 　 　 　

理論化を中心とし 　 　 　 　

てー　報告書」 　 　 　 　

2.多文化子育て支援の 共 2013年3月 多文化子育てネッ 日本で実施した第二回多文化子育てに関する調査に続き、韓国、台

研究―10年後の経年 　 　 トワーク 湾、中国においても同様の調査を実施し、４カ国を比較検討した。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
比較調査と4カ国比較 　 　 　 各国の子どもや保護者を取り巻く状況、子ども観、子育て観、就学

調査による情報共有 　 　 　 前教育への意識、園生活への不安や先生方とのコミュニケーション

化― 　 　 　 などについて、各国の特徴が明らかとなった。

　 　 　 　 共著者：山岡テイ、石井富美子、谷口正子、森本恵美子、佐野友

　 　 　 　 恵、他６名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　　　　　　　

3.第2回多文化子育て調 共 2011年11月 多文化子育てネッ 第二回多文化子育てに関する調査報告の内容をまとめた冊子。主に

査報告書 　 　 トワーク 調査協力園等へのフィードバックを目的とした作成されたもので、

　 　 　 　 調査概要から保護者の特性、子どもの様子、幼稚園や保育所におけ

　 　 　 　 る対応等のデータが掲載されている。10年前に実施した第1回調査と

　 　 　 　 の比較において、日本の子育て環境が多文化な背景を有する保護者

　 　 　 　 にとってどのように変化したのかを明らかにしている。

　 　 　 　 共著者：山岡テイ、石井富美子、谷口正子、森本恵美子、佐野友恵

4.子育てのススメ　親 単 2010年7月 「まみたん」2010 子育てを支援するための雑誌において、絵本の読み聞かせのポイン

子で絵本を楽しもう 　 　 年8月号、31頁 トや、年齢別の絵本の選び方、絵本の読み聞かせが親子のコミュニ

♪ 　 　 　 ケーションとなり人間関係の形成に役立つこと、絵本を通して子ど

　 　 　 　 も達が成長するために必要な事項（知識やコミュニケーション能力

　 　 　 　 等）を学んでいくこと報告した。

６．研究費の取得状況
1.専門職としての保育 共 2012年4月～ 科学研究費補助金 研究分担者

者養成の課題－養成 　 2015年3月 （基盤研究 　

の四年制大学化と実 　 　 （Ｃ）） 　

践知の理論化を中心 　 　 　 　

として‐ 　 　 　 　

2.戦後日本の幼保二元 共 2009年4月～ 科学研究費補助金 研究分担者

化政策と理論・カリ 　 2012年3月 （基盤研究 　

キュラム・実践・保 　 　 （Ｂ）） 　

育者養成に関する実 　 　 　 　

証的研究 　 　 　 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2015年4月1日2018年3月31日 国際幼児教育学会　機関誌編集委員

　 日本子ども社会学会

　 国際幼児教育学会

　 幼児教育史学会

　 日本ペスタロッチー・フレーベル学会

　 日本乳幼児教育学会

　 日本保育学会
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